
　令和３年１月26日の中央教育審議会答申
「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～
全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適
な学びと，協働的な学びの実現～」が出されて
から３年が経過した。学校現場では、学習指導
要領や本答申を踏まえ、ICT、中でも特にクラ
ウドを活用した複線型の授業をはじめとしたさ
まざまな実践が行われ、現在「個別最適な学び
と協働的な学びの一体的な充実」を目指した授
業の在り方が模索されている。
　また、この答申では、ICTの重要性とともに、
ICT環境整備の在り方として、デジタル教科書・
教材等の普及促進が示されている。近年、特別
に支援が必要な生徒、外国籍で日本語指導が必
要な生徒、不登校や不登校傾向の生徒など、以
前に増して子どものさらなる多様化がみられる。
そのような状況で、全ての生徒一人一人の興味・
関心に応じた学習活動や学習課題に取り組む機
会を提供していくために、紙面での教科書に加
え、デジタル教科書・教材など、さまざまな学
習教材についてさらなる検討・導入を図ってい
くことが教員に求められていると感じる。
　生徒の多くは、デジタル教材が大好きである。
生徒の興味のあるものを、目的をもって授業で
導入することができるのであれば、生徒にとっ
ても教員にとっても有益である。その思いから
今回、「タイムトラベル名探偵！」を紹介したい。

  「令和の日本型学校教育」におけるデジタル
教科書・教材の普及促進について 
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　VR（バーチャル・リアリティ）技術がゲーム、
ビジネスをはじめとしたさまざまな分野で利用
され、現在、教育分野におけるメタバースの応
用が進められている。また、「子供を主語にす
る学校教育」（中教審答申）が求められる現状
を踏まえて、学習者視点を重視して開発された
のが「タイムトラベル名探偵！」である。この
コンテンツは、来春発売予定の令和７年度版デ
ジタル教科書・教材『社会科　中学生の歴史』（以
下、デジタル教科書）に収録予定である（帝国
書院ウェブサイトにて体験版を公開中）。令和
７年度版『社会科 中学生の歴史』（以下、教科
書）の、時代を大観する上で大きな強み・特徴
である「タイムトラベル」を端末内で立体表示
させることで、生徒が過去の歴史に対して、没
入感をもって楽しく学ぶことができるように
なっている。また、授業での活用を考慮して、
教科書に対応するよう、イラストをいくつかの
エリアに分割している（図１）ことが特徴であ
る。体験版では「タイムトラベル⑧　江戸時代

 「タイムトラベル名探偵！」とは？ 2

デジタル教材「タイムトラベル名探偵！」を
活用した実践提案

−より生徒が主語になる授業を目指して−

で学びが変わる！I TC
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図１　�帝国書院ウェブサイト�令和７年度版�指導者用�学習
者用デジタル教科書・教材�体験版　「タイムトラベ
ル名探偵！」エリア選択画面
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を眺めてみよう」の「農村エリア」の体験が可
能である。仮想空間である江戸時代の農村に行
き、その時代の人々へのインタビューから情報
を得、それを推理してミッションに答えること
で時代の特色を学ぶ内容となっている。

（１）  １時間の授業における「展開」「整理」の
段階での活用例

流れ 生徒の活動

導入
・�本時の課題「江戸時代の国内産業は、ど
のように発達していったのだろうか」を
確認する。

展開 ・�「タイムトラベル名探偵！」を使って、
本時の課題に対する情報収集を行う。

整理
・�「手帳機能『推理する』」を使用して、本
時の課題に関するクイズに答える。
・�本時の課題についての考えをワークシー
ト等に記入する。

　「タイムトラベル名探偵！」は１時間の授業
（１見開き）に対応したエリア分けがされてい
るため、１時間の授業構成に組み込みやすい。
例えば上の表のような授業では、本時の課題に
対する情報収集の手段として位置づけることが
想定される。学習リソースを学習者自身が選択
する「個別最適な学び」の観点から考えると、
紙面の教科書やデジタル教科書、その他資料と
の併用が望ましいと考えられるが、実際に学校
現場では、文章から必要な情報を探し出すこと
が苦手な生徒もいるのが現実である。そのよう
な生徒にとっては、立体表示の中で学習者自身

  「タイムトラベル名探偵！～江戸時代を
眺めてみよう～」を活用した授業実践例 
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が主人公となって操作し（図２）、登場人物に
インタビューをする（図３）という情報収集の
方法は、学習意欲を大いに喚起するものとなる。
また、年代的に大きな隔たりがあるために、自
分事としてとらえにくい部分がある歴史的分野
の学習において、歴史への没入感をもって学習
に臨めることは、主体的な学びを進める大きな
一助となると考えられる。
　また、登場人物に話しかける際の質問項目は
右上から選択する形式になっている。これらの
質問（図４）は、それぞれ
動作（ここでは農作業）・
政治・経済・文化の視点
からのものであり、複数
の登場人物へのインタ
ビューを通して、多面的・
多角的な思考の育成が期
待できる。

　１時間の授業における整理の段階では、「手
帳機能『推理する』」（図５）の活用が有効であ
る。体験版では、本時の課題解決へとつながる
クイズに、インタビューを通じて得た知識をも

図４　同前　質問項目

図５　同前　手帳機能「推理する」画面

図２　同前　エリア内巡回画面

図３　同前　登場人物へのインタビュー画面
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めも～社会科思考ツール～」上でカード化し、
テンプレート（思考ツール）上で思考を構造化
する（図７）。テンプレートは年表やＹチャート、
その他（白紙もある）いくつかのものから、生徒
自身が自分に、そして課題に合ったものを選択
できる形式になっている。まとめの時間に他者
の「まとめも」を参照し合う中で協働的で、対
話的な学びに近づくことができると考えられる。

　以上のように、「タイムトラベル名探偵！」
は工夫次第でさまざまな場面で使用することが
できる点で、帝国書院の教科書の強みである「タ
イムトラベル」をさらにアップデートしたコン
テンツだといえる。

　私は初任者のころ、「授業の７割は教材研究
で決まる」という話を聞いた。現在の教育観か
らすると、生徒が主語となり、生徒の学びに教
員がその都度寄り添っていくことが重要である。
しかし、教材研究の重要さは依然変わらない（む
しろより重要さを増している）。時間をかけて
準備した教材を提示したときの、生徒の興味に
あふれた明るい表情は、教員としてやりがいを
感じる瞬間である。これからも生徒のさまざま
な学びを喚起する教材を模索していきたい。

　　　図７　�学習ツール「まとめも」のテンプレート�
（Ｙチャート）で思考を構造化する例

 おわりに 4

とに三択で答える仕様になっている。クイズは
それぞれ「幕府大名の視点から」、「外国との関
わりの視点から」考える指定があり、クイズに
答えることを通して、多面的・多角的に課題に
ついて考える機会となる。
　以上のように、「タイムトラベル名探偵！」
の活用は、１時間の授業を通してだけでも、歴
史的な個々の事象の学習に加え、多面的・多角
的な思考の育成も期待できると考えられる。

（２） 節（もしくは章）まとめの授業における「展
開」の段階での活用例

流れ 生徒の活動

導入 ・節（章）の問いを確認する。

展開

・�「手帳機能『手帳一覧』」を使用して、節
（章）の問いに関わるキーワードを確認
する。
・�「学習ツール（まとめも）」を使用してテ
ンプレート上にキーワードを整理し、得
た知識を構造化する。
・�他者の「まとめも」を参照し合い、協働
的な学習を行う。

整理 ・�節（章）の問いに対する自分の考えを文
章で表現する。

　「タイムトラベル名探偵！」の各エリアは、
１時間の授業（体験版で降り立つことができる
農村エリアは教科書p.138～139）に対応した
ものではあるが、そこで得られる知識はこの１
見開きを超えて、節や章の範囲まで広がってい
る。そのため、節や章のまとめを行う際にも手
助けになると考える。

　例えば、「手帳機能『手帳一覧』」で政治・経済・
文化の３つの面に分類されたキーワード（図６）
を、デジタル教科書に搭載の学習ツール「まと

図６　同前　「手帳機能『手帳一覧』」政治・社会キーワード

で学びが変わる！I TC

「タイムトラベル名探偵！」体験版は、指導者用�
学習者用�デジタル教科書・教材体験版の注目コ
ンテンツよりご覧いただけます。右のQRコード
からアクセスできます。

文化
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